
総
額
２
8
9
億
8
5
3
3
万
円

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
13
億
4
5
9
7
万
円
を
追
加
し

商
工
振
興
一
般
管
理
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
冷
え
込
ん
だ
消
費

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）を

利
用
し
た
際
に
利
用
額
の
一
部
を
還

元
す
る
第
２
弾
の
消
費
喚
起
事
業
費

５
２
５
万
円

共
働
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
事

業
費

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
は
、
予

定
し
て
い
た
寄
付
額
よ
り
増
額
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
返
礼
品
等
の
必
要

な
経
費
を
増
額
す
る
費
用５

０
９
７
万
円

ふ
く
と
ぴ
あ
管
理
運
営
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
策
と
し
て
、
ふ
く
と
ぴ
あ

内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

所
を
館
内
移
転
し
、
事
務
所
面
積
を

拡
大
す
る
費
用
　
　
１
１
４
７
万
円

複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
空
調
熱
源

設
備
に
経
年
劣
化
に
よ
り
不
具
合
が

生
じ
て
い
る
た
め
更
新
工
事
を
行
う

費
用
　
　

　
　
　
　
３
１
７
９
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
価
格
低
下
の
影
響
を

受
け
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
作
付
け
す
る
農
業
者
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
、
次
の
作
付
け
に
必
要

な
種
苗
費
、
生
産
資
材
費
に
要
す
る

経
費
の
負
担
軽
減
を
行
う
費
用

２
８
１
万
円

学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費

　
津
屋
崎
小
学
校
に
、
令
和
４
年
度

か
ら
共
同
調
理
施
設
と
小
学
校
校
舎

の
複
合
棟
増
築
を
行
う
に
あ
た
り
、

準
備
工
事
を
行
う
費
用
　

８
９
９
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　
福
間
小
学
校
の
管
理
特
別
教
室
棟

の
老
朽
化
対
策
で
大
規
模
改
造
工
事

費
用（
２
億
６
３
２
０
万
円
）。
ま
た
、

津
屋
崎
小
学
校
の
複
合
棟
増
築
費
用

（
１
０
３
６
万
円
）２

億
７
３
５
６
万
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

　
18
歳
以
下
を
養
育
し
て
い
る
者（
年

収
９
６
０
万
円
以
上
の
世
帯
を
除
く
）

に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
の

現
金
給
付
を
行
う
費
用
　

６
億
５
３
４
８
万
円

補助対象となるブロッコリー

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
つ
い
て
、

決
壊
の
危
険
性
を
評
価
す
る
た
め
、

新
た
に
３
か
所（
丸
田
た
め
池
・
招
た

め
池
・
小
竹
た
め
池
）で
耐
震
調
査
を

行
う
費
用
　
　
　
　
　
１
６
１
５
万
円

自
宅
療
養
者
生
活
支
援
事
業
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
自
宅
療
養
者
に
対
し
、
療
養
中

の
生
活
支
援
と
し
て
、
食
料
品
・
生

活
必
需
品
等
の
提
供
を
行
う
費
用

９
６
万
円

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

　
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
事
務
所
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
改
修
設
計
等

を
行
う
費
用
　
　
　
　

３
９
１
万
円

津屋崎小学校の給食施設等建設予定地

改修される津屋崎行政センター

予算審査の様子

　令和3年12月定例会を11月24日から12月9日
まで開会しました。津屋崎行政センター管理事
業費を含む一般会計補正予算（第5号）など10
の議案と、最終日に追加された子育て世帯臨時
特別給付金事業費を含む一般会計補正予算（第6
号）について審議しました。

●会期を12月9日までの16日間と決定
●市長から一般会計補正予算を含む10議案の提案説明
●一般会計補正予算（第5号）を含む補正予算案を議員全員で構成
　する予算審査特別委員会に付託
●指定管理者の指定や条例の改正を含む5議案を常任委員会に付託

①定例会……議案等の有無にかかわらず年４回定期的に招集され
　　　　　　る議会のことです。定例会は、地方自治法により毎年
　　　　　　条例で定める回数を招集することになっており、福津
　　　　　　市では、３月、６月、９月、12月に招集されます。

②議　案……議会の議決を求めるため、市長や議員が提出する案件
　　　　　　のことをいいます。

12 令和3年
12月定例会

12月定例会の経過

新型コロナ感染症に関する支援拡充を含む
補正予算などを可決

会期11月24日～12月９日の16日間

第1日
11月24日
●本会

〇一般会計、国民健康保険事業・後期高齢者医療事業・介護保険事業
　特別会計、公共下水道事業会計の補正予算案を予算審査特別委員会
　で審査（➡P5）
●本会にて補正予算案を審議

第6日
12月2日
〇予算審査特別委員会
●本会

〇付託議案を総務文教委員会、市民福祉委員会、建設環境委員会で
　審査（➡P6）

第7日～第9日
12月3日～7日
〇常任委員会

●各常任委員会の付託議案の報告、審議
●追加議案一般会計補正予算（第６号）を審議
　（➡議案の賛否P14）

第10日
12月9日
●本会

第2日～第5日
11月25日～30日
●本会

●議員13名による一般質問（➡P8～P14）

議会用語ワンポイント解説
ふんちゃんを探せ

！

ふんちゃんクイズ

①次の定例会の開会日は？
②議会事務局の職員数は？
③予算審査を厳しく
　チェックしている機関は？
④宮司コミュニティセンター
　の指定管理者は？

ヒントは、ページをめくって私を探してね。

4

12
月
定
例
会
の
流
れ

4



総
額
２
8
9
億
8
5
3
3
万
円

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
13
億
4
5
9
7
万
円
を
追
加
し

商
工
振
興
一
般
管
理
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
冷
え
込
ん
だ
消
費

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）を

利
用
し
た
際
に
利
用
額
の
一
部
を
還

元
す
る
第
２
弾
の
消
費
喚
起
事
業
費

５
２
５
万
円

共
働
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
事

業
費

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
は
、
予

定
し
て
い
た
寄
付
額
よ
り
増
額
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
返
礼
品
等
の
必
要

な
経
費
を
増
額
す
る
費
用５

０
９
７
万
円

ふ
く
と
ぴ
あ
管
理
運
営
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
策
と
し
て
、
ふ
く
と
ぴ
あ

内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

所
を
館
内
移
転
し
、
事
務
所
面
積
を

拡
大
す
る
費
用
　
　
１
１
４
７
万
円

複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
空
調
熱
源

設
備
に
経
年
劣
化
に
よ
り
不
具
合
が

生
じ
て
い
る
た
め
更
新
工
事
を
行
う

費
用
　
　

　
　
　
　
３
１
７
９
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
価
格
低
下
の
影
響
を

受
け
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
作
付
け
す
る
農
業
者
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
、
次
の
作
付
け
に
必
要

な
種
苗
費
、
生
産
資
材
費
に
要
す
る

経
費
の
負
担
軽
減
を
行
う
費
用

２
８
１
万
円

学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費

　
津
屋
崎
小
学
校
に
、
令
和
４
年
度

か
ら
共
同
調
理
施
設
と
小
学
校
校
舎

の
複
合
棟
増
築
を
行
う
に
あ
た
り
、

準
備
工
事
を
行
う
費
用
　

８
９
９
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　
福
間
小
学
校
の
管
理
特
別
教
室
棟

の
老
朽
化
対
策
で
大
規
模
改
造
工
事

費
用（
２
億
６
３
２
０
万
円
）。
ま
た
、

津
屋
崎
小
学
校
の
複
合
棟
増
築
費
用

（
１
０
３
６
万
円
）２

億
７
３
５
６
万
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

　
18
歳
以
下
を
養
育
し
て
い
る
者（
年

収
９
６
０
万
円
以
上
の
世
帯
を
除
く
）

に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
の

現
金
給
付
を
行
う
費
用
　

６
億
５
３
４
８
万
円

補助対象となるブロッコリー

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
つ
い
て
、

決
壊
の
危
険
性
を
評
価
す
る
た
め
、

新
た
に
３
か
所（
丸
田
た
め
池
・
招
た

め
池
・
小
竹
た
め
池
）で
耐
震
調
査
を

行
う
費
用
　
　
　
　
　
１
６
１
５
万
円

自
宅
療
養
者
生
活
支
援
事
業
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
自
宅
療
養
者
に
対
し
、
療
養
中

の
生
活
支
援
と
し
て
、
食
料
品
・
生

活
必
需
品
等
の
提
供
を
行
う
費
用

９
６
万
円

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

　
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
事
務
所
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
改
修
設
計
等

を
行
う
費
用
　
　
　
　

３
９
１
万
円

津屋崎小学校の給食施設等建設予定地

改修される津屋崎行政センター

予算審査の様子

　令和3年12月定例会を11月24日から12月9日
まで開会しました。津屋崎行政センター管理事
業費を含む一般会計補正予算（第5号）など10
の議案と、最終日に追加された子育て世帯臨時
特別給付金事業費を含む一般会計補正予算（第6
号）について審議しました。

●会期を12月9日までの16日間と決定
●市長から一般会計補正予算を含む10議案の提案説明
●一般会計補正予算（第5号）を含む補正予算案を議員全員で構成
　する予算審査特別委員会に付託
●指定管理者の指定や条例の改正を含む5議案を常任委員会に付託

①定例会……議案等の有無にかかわらず年４回定期的に招集され
　　　　　　る議会のことです。定例会は、地方自治法により毎年
　　　　　　条例で定める回数を招集することになっており、福津
　　　　　　市では、３月、６月、９月、12月に招集されます。

②議　案……議会の議決を求めるため、市長や議員が提出する案件
　　　　　　のことをいいます。

12 令和3年
12月定例会

12月定例会の経過

新型コロナ感染症に関する支援拡充を含む
補正予算などを可決

会期11月24日～12月９日の16日間

第1日
11月24日
●本会

〇一般会計、国民健康保険事業・後期高齢者医療事業・介護保険事業
　特別会計、公共下水道事業会計の補正予算案を予算審査特別委員会
　で審査（➡P5）
●本会にて補正予算案を審議

第6日
12月2日
〇予算審査特別委員会
●本会

〇付託議案を総務文教委員会、市民福祉委員会、建設環境委員会で
　審査（➡P6）

第7日～第9日
12月3日～7日
〇常任委員会

●各常任委員会の付託議案の報告、審議
●追加議案一般会計補正予算（第６号）を審議
　（➡議案の賛否P14）

第10日
12月9日
●本会

第2日～第5日
11月25日～30日
●本会

●議員13名による一般質問（➡P8～P14）

議会用語ワンポイント解説
ふんちゃんを探せ

！

ふんちゃんクイズ

①次の定例会の開会日は？
②議会事務局の職員数は？
③予算審査を厳しく
　チェックしている機関は？
④宮司コミュニティセンター
　の指定管理者は？

ヒントは、ページをめくって私を探してね。

55

12
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算



　
国
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
に
お
い
て
、
少
子
化
対
策
と
し

て
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
総
額

42
万
円
を
維
持
す
べ
き
と
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
健
康
保
険
法
施
行
令

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
市
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
こ
の
改
正
で
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
42
万
円
に
変
更
が
生
じ
る

の
か
。

　
　
変
更
は
生
じ
な
い
。

　
　
出
産
費
用
の
平
均
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
出
生
数
は
。

　
　
状
況
に
よ
り
幅
が
あ
る
が
、
今

年
度
の
内
訳
に
よ
る
と
平
均
48
万

円
。
出
生
数
は
月
50
人
前
後
で
あ
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

　
宮
司
地
区
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会

を
指
定
管
理
者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
２
社
公
募
の
中
か
ら
、
複
合
文
化

セ
ン
タ
ー
共
同
企
業
体
を
指
定
管
理

者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
指
定
管
理
を
請
け
負
う
会
社
が

市
外
だ
が
連
絡
等
の
問
題
は
な
い
か
。

　
　
４
年
間
の
実
績
も
含
め
対
応
可

能
と
考
え
て
い
る
。

　
　
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
か
。

　
　
地
域
に
根
差
し
た
施
設
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

　
公
募
を
行
い
、
一
般
社
団
法
人
ひ

か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
を
指
定
管

理
者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
ひ
か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
が

な
ご
み
の
指
定
管
理
者
に
最
も
適
当

で
あ
る
と
の
提
案
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
　
観
光
振
興
の
事
業
展
開
や
分
析

を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
。
観
光
消

費
の
拡
大
と
、
他
施
設
へ
の
周
遊
性

を
増
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
３
社
公
募
の
中
か
ら
、ふ
く
つ
パ
ー

ク
ス
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管
理
者
に
決

定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
選
定
調
書
に
よ
る
と
、
ふ
く
つ

パ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
が
極
め
て
高
い

得
点
だ
が
、
高
評
価
だ
っ
た
点
は
。

　
　
施
設
の
効
果
的
活
用
や
安
全
管

理
、
専
門
性
や
熱
意
が
評
価
さ
れ
、

高
得
点
と
な
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

　
　
　
　全
員
賛
成
で
可
決

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
を
指
定

             

全
員
賛
成
で
可
決

問

問

問 答

答問答

答

地域に根差した複合文化センターに

観光消費の拡大が期待されるまちおこし
センター（なごみ）

問答

複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
を
指
定

　
　
　
　全
員
賛
成
で
可
決

ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定

　
　
　
　全
員
賛
成
で
可
決

総
合
運
動
公
園
、
久
末
総
合

公
園
、
あ
ん
ず
の
里
運
動
公

園
お
よ
び
宮
の
元
公
園
の
指

定
管
理
者
を
指
定

　
　
　
　全
員
賛
成
で
可
決

問答

効果的活用が期待される総合運動公園
（なまずの郷）

　
今
後
、福
津
い
い
ざ
い
に
求
め
る
も

の
は
、農
水
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
、販
路
拡
大
、

県
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手

と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、存
在
価
値
を
高
め
第
1

次
産
業
の
振
興
お
よ
び
市
特
産
品
の

高
付
加
価
値
を
目
指
す
こ
と
も
期
待

す
る
。市
内
直
売
所
間
流
通
事
業
で

は
、各
直
売
所
の
充
実
を
図
る
た
め
に

早
急
な
課
題
解
決
が
必
要
と
考
え
る
。

　
設
立
当
初
の
令
和
５
年
度
の
売
り
上

げ
目
標
は
４
億
２
千
万
円
だ
っ
た
が
、

現
状
で
の
見
通
し
は
２
億
１
千
万
円
で

あ
る
。
稼
げ
る
ま
ち
福
津
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
を
さ
ら
に
伸
ば
す
よ
う
努
力
し
、

福
津
い
い
ざ
い
は
農
水
産
品
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
産
の
一
つ

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

▼
地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
市
は
福
津
い
い
ざ
い

に
以
下
の
事
業
を
委
託
し
た
。

①
　
福
津
市
ふ
る
さ
と
納
税
運
行
代

　
　
行
業
務
　
　
（
２
６
８
４
万
円
）

②
　
農
水
産
品
流
通
促
進
業
務

（
１
１
６
９
万
円
）

③
　
農
水
産
品
販
路
開
拓
業
務

（
４
６
２
万
円
）

④
　
福
津
フ
ェ
ア
in
福
扇
華
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
制
作
、
食
材
、
産

品
の
調
達
、Ｐ
Ｒ
業
務
（
48
万
円
）

⑤
　
敬
老
の
日
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
業
務
　
　
　
（
24
万
円
）

　
福
津
い
い
ざ
い
の
認
知
度
や
農
水

産
業
従
事
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
不
足
が
あ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
と
の
関
係
も
さ
ら
に
強
固

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

に
入
れ
て
い
る
。

　
県
営
河
川
で
あ
る
西
郷
川
お
よ
び

そ
の
水
系
の
浚
渫
や
護
岸
補
修
は
、引

き
続
き
、県
に
対
し
て
敏
速
な
対
応
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に

も
、今
回
、県
が
立
ち
上
げ
た
二
級
水

系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
行
性

の
あ
る
論
議
・
検
討
を
期
待
し
た
い
。

　
開
発
の
場
合
、福
津
市
開
発
事
業

指
導
要
綱
の
範
囲
内
で
あ
り
、法
的
な

拘
束
力
も
な
い
た
め
、条
例
の
制
定
等

で
縛
り
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
河

川
や
橋
梁
の
補
修
等
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
が
、万
が
一
の
被
害
発
生
時

の
損
害
の
方
が
さ
ら
に
多
大
に
な
る
こ

と
を
鑑
み
、し
っ
か
り
予
算
化
を
行
い
、

取
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▼
降
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

　
河
川
の
管
理
現
状
に
つ
い
て
は
、県

管
理
の
二
級
河
川(

西
郷
川
等)

の
ほ

か
、市
の
３
つ
の
所
管
課
で
分
散
管
理

し
て
い
る
。浸
水
対
策
と
し
て
、県
営

河
川
は
県
に
要
望
し
県
の
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。橋
梁
の
点
検
お
よ

び
補
修
状
況
に
つ
い
て
は
、５
年
間
で

点
検
に
要
し
た
費
用
は
１
億
５
０
０
０

万
円
で
あ
る
。平
成
25
年
度
以
降
の
本

格
的
な
補
修
費
用
は
、24
橋
を
対
象
に

７
億
円
で
あ
る
。

　
今
後
の
排
水
対
策
は
、福
津
市
開
発

事
業
指
導
要
綱
で
１
ha
以
上
の
開
発

に
求
め
て
い
る
調
整
池
の
設
置
を
１
ha

以
下
で
も
求
め
る
こ
と
と
し
た
。ま

た
、雨
水
の
排
出
抑
制
の
た
め
に
浸
透

桝
設
置
も
協
力
要
請
し
て
い
る
。さ
ら

に
、雨
水
総
合
管
理
計
画
策
定
を
視
野

地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
に
関
す
る
事
業
お
よ
び

降
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
調
査

土砂など堆積物の除去(浚渫）が急がれる西郷川

　
農
水
産
業
振
興
の
一
翼
を
担
う
地
域
商
社
と
し
て
福
津
い
い
ざ
い
が
法
人
設
立
し
、

3
年
が
経
過
し
た
。
福
津
い
い
ざ
い
に
委
託
す
る
事
業
と
成
果
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
気
象
変
動
に
よ
る
降
雨
の
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化
に
加
え
て
、

都
市
開
発
に
よ
る
急
速
な
住
宅
化
の
進
行
と
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、

河
川
、
橋
梁
点
検
の
状
況
、
今
後
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

ふるさと納税の魅力ある返礼品の数々

6

常
任
委
員
会
審
査
報
告



　
国
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
に
お
い
て
、
少
子
化
対
策
と
し

て
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
総
額

42
万
円
を
維
持
す
べ
き
と
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
健
康
保
険
法
施
行
令

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
市
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
こ
の
改
正
で
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
42
万
円
に
変
更
が
生
じ
る

の
か
。

　
　
変
更
は
生
じ
な
い
。

　
　
出
産
費
用
の
平
均
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
出
生
数
は
。

　
　
状
況
に
よ
り
幅
が
あ
る
が
、
今

年
度
の
内
訳
に
よ
る
と
平
均
48
万

円
。
出
生
数
は
月
50
人
前
後
で
あ
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

　
宮
司
地
区
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会

を
指
定
管
理
者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
２
社
公
募
の
中
か
ら
、
複
合
文
化

セ
ン
タ
ー
共
同
企
業
体
を
指
定
管
理

者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
指
定
管
理
を
請
け
負
う
会
社
が

市
外
だ
が
連
絡
等
の
問
題
は
な
い
か
。

　
　
４
年
間
の
実
績
も
含
め
対
応
可

能
と
考
え
て
い
る
。

　
　
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
か
。

　
　
地
域
に
根
差
し
た
施
設
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）
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を
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、
一
般
社
団
法
人
ひ

か
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の
み
ち
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Ｍ
Ｏ
福
津
を
指
定
管

理
者
に
決
定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
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令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
ひ
か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
が

な
ご
み
の
指
定
管
理
者
に
最
も
適
当

で
あ
る
と
の
提
案
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
　
観
光
振
興
の
事
業
展
開
や
分
析

を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
。
観
光
消

費
の
拡
大
と
、
他
施
設
へ
の
周
遊
性

を
増
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
３
社
公
募
の
中
か
ら
、ふ
く
つ
パ
ー

ク
ス
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管
理
者
に
決

定
し
た
。

（
指
定
の
期
間
）
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　
選
定
調
書
に
よ
る
と
、
ふ
く
つ

パ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
が
極
め
て
高
い

得
点
だ
が
、
高
評
価
だ
っ
た
点
は
。

　
　
施
設
の
効
果
的
活
用
や
安
全
管

理
、
専
門
性
や
熱
意
が
評
価
さ
れ
、

高
得
点
と
な
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
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国
民
健
康
保
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条
例
を
改
正
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賛
成
で
可
決

宮
司
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指
定
管
理
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を
指
定
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指
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指
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総
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園
、
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あ
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ず
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動
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を
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賛
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（なまずの郷）

　
今
後
、福
津
い
い
ざ
い
に
求
め
る
も

の
は
、農
水
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
、販
路
拡
大
、

県
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手

と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、存
在
価
値
を
高
め
第
1

次
産
業
の
振
興
お
よ
び
市
特
産
品
の

高
付
加
価
値
を
目
指
す
こ
と
も
期
待

す
る
。市
内
直
売
所
間
流
通
事
業
で

は
、各
直
売
所
の
充
実
を
図
る
た
め
に

早
急
な
課
題
解
決
が
必
要
と
考
え
る
。

　
設
立
当
初
の
令
和
５
年
度
の
売
り
上

げ
目
標
は
４
億
２
千
万
円
だ
っ
た
が
、

現
状
で
の
見
通
し
は
２
億
１
千
万
円
で

あ
る
。
稼
げ
る
ま
ち
福
津
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
を
さ
ら
に
伸
ば
す
よ
う
努
力
し
、

福
津
い
い
ざ
い
は
農
水
産
品
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
産
の
一
つ

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

▼
地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
市
は
福
津
い
い
ざ
い

に
以
下
の
事
業
を
委
託
し
た
。

①
　
福
津
市
ふ
る
さ
と
納
税
運
行
代

　
　
行
業
務
　
　
（
２
６
８
４
万
円
）

②
　
農
水
産
品
流
通
促
進
業
務

（
１
１
６
９
万
円
）

③
　
農
水
産
品
販
路
開
拓
業
務

（
４
６
２
万
円
）

④
　
福
津
フ
ェ
ア
in
福
扇
華
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
制
作
、
食
材
、
産

品
の
調
達
、Ｐ
Ｒ
業
務
（
48
万
円
）

⑤
　
敬
老
の
日
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
業
務
　
　
　
（
24
万
円
）

　
福
津
い
い
ざ
い
の
認
知
度
や
農
水

産
業
従
事
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
不
足
が
あ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
と
の
関
係
も
さ
ら
に
強
固

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

に
入
れ
て
い
る
。

　
県
営
河
川
で
あ
る
西
郷
川
お
よ
び

そ
の
水
系
の
浚
渫
や
護
岸
補
修
は
、引

き
続
き
、県
に
対
し
て
敏
速
な
対
応
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に

も
、今
回
、県
が
立
ち
上
げ
た
二
級
水

系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
行
性

の
あ
る
論
議
・
検
討
を
期
待
し
た
い
。

　
開
発
の
場
合
、福
津
市
開
発
事
業

指
導
要
綱
の
範
囲
内
で
あ
り
、法
的
な

拘
束
力
も
な
い
た
め
、条
例
の
制
定
等

で
縛
り
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
河

川
や
橋
梁
の
補
修
等
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
が
、万
が
一
の
被
害
発
生
時

の
損
害
の
方
が
さ
ら
に
多
大
に
な
る
こ

と
を
鑑
み
、し
っ
か
り
予
算
化
を
行
い
、

取
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▼
降
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

　
河
川
の
管
理
現
状
に
つ
い
て
は
、県

管
理
の
二
級
河
川(

西
郷
川
等)

の
ほ

か
、市
の
３
つ
の
所
管
課
で
分
散
管
理

し
て
い
る
。浸
水
対
策
と
し
て
、県
営

河
川
は
県
に
要
望
し
県
の
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。橋
梁
の
点
検
お
よ

び
補
修
状
況
に
つ
い
て
は
、５
年
間
で

点
検
に
要
し
た
費
用
は
１
億
５
０
０
０

万
円
で
あ
る
。平
成
25
年
度
以
降
の
本

格
的
な
補
修
費
用
は
、24
橋
を
対
象
に

７
億
円
で
あ
る
。

　
今
後
の
排
水
対
策
は
、福
津
市
開
発

事
業
指
導
要
綱
で
１
ha
以
上
の
開
発

に
求
め
て
い
る
調
整
池
の
設
置
を
１
ha

以
下
で
も
求
め
る
こ
と
と
し
た
。ま

た
、雨
水
の
排
出
抑
制
の
た
め
に
浸
透

桝
設
置
も
協
力
要
請
し
て
い
る
。さ
ら

に
、雨
水
総
合
管
理
計
画
策
定
を
視
野

地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
に
関
す
る
事
業
お
よ
び

降
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
調
査

土砂など堆積物の除去(浚渫）が急がれる西郷川

　
農
水
産
業
振
興
の
一
翼
を
担
う
地
域
商
社
と
し
て
福
津
い
い
ざ
い
が
法
人
設
立
し
、

3
年
が
経
過
し
た
。
福
津
い
い
ざ
い
に
委
託
す
る
事
業
と
成
果
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
気
象
変
動
に
よ
る
降
雨
の
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化
に
加
え
て
、

都
市
開
発
に
よ
る
急
速
な
住
宅
化
の
進
行
と
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、

河
川
、
橋
梁
点
検
の
状
況
、
今
後
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

ふるさと納税の魅力ある返礼品の数々

7

所
管
事
務
調
査


